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学位論文内容の要旨
Inthisresearch,geoenvironmentalchangesofBrahmaputra-JamunafluvialsystemanditssurroundingRoodplainsin












previouslyfewatentionweredrawn OnlyinMiocenesedimentsbyRahman andFaupl(2003),Ralm an andSuzuki
(2007),though RAhman etal.(2008)CarriedoutthegeochemistryofNeogenesandstoneandrecentbeachsandof
Inan i-DakhinNhilaareaofBengaleastcoast.Litleatentionwasgiventotherecentfluvialsedimentswhichare
consideredasthearChivesoflateHoloceneenvironmentalchanges.hfact,thegeochemis廿yoffluvialsedimentsis
quiteSimilartothatofMiocenesandsofSurmaGroup,BengalBasin･Besides,thegeochemistryofbar-topand
diferentfaciesunits'sedimentsin thisstudiesshowthatthereisnoslgniflCantdiferenceofchemicalcompositions
betweenthebar-topandfaciesunits'samples･Thegeochemicalcharactersofthesedimentsresemblethecompositionof
HigherHimalayanCrystalineSeries･Chemicalylowtomoderateweatheringsedimentsinthisstudyarederived&om
quartzosesedimentaryprovenance･Besides,throughthegeochemicalcharacterizationofnoodplainsoilsandsurface
andgroundwater,thenaturalandhum aninducedprocessescanbediscriminatedwhicharemostvaluableinformation
forsustainablegeoenvironmentalmanagement.Theresultsshowthatthesoils,surfacewaterandgroundwaterof
industrialandurbanareaarehighlycontaminatedwhicharegreatlyofenvironmentalandheal血concems.
論文審査結果の要旨
申請者は､バングラデシュを流下するブラマプトウラ･ジョムナ河について､衛星画像解析と現地調査に
より､以下の1)から4)の､それぞれ時空間スケールの異なる個別の課題を取りあげ､地形 ･地質 ･水理
から水害や水質汚染までを網羅した河川環境評価に関わる総合的な研究に取り組んだ｡
1)網状河川をなすブラマプトウラ･ジョムナ河の地形学的および水防に関する研究
2)ブラマプトウラ･ジョムナ河の流路に堆積した砂層の堆積学的研究
3)ブラマプトウラ･ジョムナ河の特に人工構造物による堆積環境の影響評価に関する水理学的研究
4)ブラマプトウラ･ジョムナ河周辺の沖積平野地域の地下水汚染および土壌汚染に関する研究
まず､1)の課題に関して､ブラナプトウラ･ジョムナ河の地形学的および水文学的な特徴を明らかにし､
河岸侵食災害-の対策提言を行うために､1973年から2001年までの衛星画像の解析により､対象地域では
初となる詳細な地形区分図の作成と流路変化に関する定量的な評価を行った｡さらに､得られた流路の形状
変化のパラメータを､流路の動的変化を記述する水文モデルで解析することにより､大陸大規模河川の下流
の低地における流路について､河川開発の影響を考慮してその変化を予測できることを示した｡
次に､現地調査を行って空間分解能の高いデータを取得することにより､2)の課題について､砂質網状
河川の微地形と堆積相の関係を明らかにするための地質学的検討を行い､堆積相ごとの堆積物の化学組成分
析とあわせて､ブラマプトウラ･ジョムナ河は活動的な大陸地殻由来の堆積物で構成されることを明らかに
した｡また､こうした堆積場での局地的な堆積環境の変化に対する影響を明らかにするために3)の課題を
設定し､橋脚建設による河床侵食深度の実測を行ってパラメータを求め､次いで,既存の予測モデルの妥当
性を比較 ･検証した｡さらに､1)と2)の課題の成果の応用的見地から､表層水だけでなく地下水まで含
めたジョムナ水系の環境評価を新たに4)の課題とし､石炭鉱山の汚染された残土による水系-の影響評価
と､軽工業地域由来の重金属汚染による表層水-の影響を明らかにした｡
上記のように､申請者は､ブラマプトウラ･ジョムナ河の河川環境評価に関わる調査手法と具体的に観察
される環境変動について新しい成果を多数あげており､学位取得の資格は十分と判断される｡
